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（ 給 食 セ ン タ ー ）

町  職員の配置
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学校職員の異動

【転　入】（　）内は前任校

　■校長

　　栗山小　吉田　政和（美唄：峰延小）

　　栗山中　中島　琢磨（深川：一已中）

　■教頭

　　継立小　保谷　　剛（千歳：富丘中※教頭昇任）

　■教諭　

　　栗山小　植田　康弘（岩見沢：幌向小）

　　　　　　小西千和子（岩見沢：岩見沢小）

　　　　　　髙田　　徹（三笠：三笠小）

　　　　　　尾形　由希（砂川市教育委員会）

　　　　　　尾崎　克弘（岩見沢：美園小）

　　　　　　奈良崎　功（浦河：浦川小）

　　　　　　工藤良友規（栗山：栗山小※再任用）

　　角田小　根上　和幸（岩見沢：中央小）

　　　　　　堤　由美子（岩見沢：北真小）

　　　　　　佐藤　裕美（長沼：長沼中央小）

　　継立小　森　　靖佳（夕張：ゆうばり小）

　　栗山中　小山　　明（浦河：浦川第一中）

　　　　　　中川　洋典（三笠：萱野中）

　　　　　　中井　智美（夕張：夕張中）

　　　　　　樋口　晃子（新採用）

　■事務

　　栗山小　中堀　陽生（新採用）

　■養護教諭　

　　栗山小　赤間喜久子（岩見沢：栗沢小※再任用）

　　継立小　福田　尚子（岩見沢：緑中）

【転　出】（　）内は新任校

　■校長

　　栗山小　堀　　靖孝（奈井江：奈井江小）

　　栗山中　木村　尚之（滝川：滝川第二小）

　　

　■教頭

　　継立小　野田　泰史（岩見沢：岩見沢小）

　　

　■教諭

　　栗山小　工藤良友規（定年退職）　

　　　　　　斉藤　　昇（定年退職）

　　　　　　冨田　米夫（滝川：滝川第三小）

　　　　　　桜井　寿人（三笠：三笠小）

　　　　　　手嶋　　香（砂川：中央小）

　　　　　　大津留　篤（歌志内：歌志内小）

　　　　　　佐々木理香（岩見沢：志文小）

　　角田小　田上　　亨（岩見沢：志文小）

　　　　　　中西　寛嗣（美唄：南美唄小）

　　　　　　坂本　哲昭（期限付退職）

　　継立小　石垣　朋子（岩見沢：第二小）

　　　　　　川島　重之（勧奨退職）

　　　　　　三好　考央（岩見沢：栗沢小）

　　　　　　淺井真理子（江別：東野幌小）

　　栗山中　松本　浩幸（歌志内：歌志内中）　

　　　　　　樽石　哲也（長沼：長沼中）

　　　　　　菅野　敦子（石狩：浜益中）　

　　　　　　石川美奈子（岩見沢：光陵中）　

　■事務

　　栗山小　鎌田　純子（期限付退職）

　■養護教諭　

　　栗山小　信岡　理恵（美唄：峰延中）

　　継立小　坂下みち代（再任用任期満了）　

　

（敬称略）

✿

✿ ✿

✿

✿第 28 回酒蔵まつり
　会場：小林酒造 株式会社（錦 3）☎ 72-1001

・国の有形文化財酒蔵群の一般開放
・北の錦特別限定酒販売
・搾りたてにごり酒、大吟醸などの無料試飲
・露店（富士宮焼きそば、海鮮焼き、キノコ汁など）
・郷土芸能（角田獅子舞、よさこい、太鼓など）

✿本格手打ちそばまつり
　会場：まちの駅「栗夢プラザ」（中央 2）☎ 73-5515

・手打ちそばの販売（お持ち帰り可）
・北の錦特別限定酒販売
・まちの駅オリジナルおみやげセットの販売

✿栗山みのり太鼓 祝い太鼓演奏
　会場：カルチャープラザ「Eki」前噴水広場（中央 2）
　日　時：４月 10 日㈰ 10：00 ～※雨天時は屋内開催
　ゲスト：風雪太鼓（札幌市）
　　　　　羊蹄太鼓保存会　鼓流（倶知安町）

✿第 18 回きびだんごまつり
　会場：谷田製菓 株式会社（錦 3）☎ 72-1234

・工場見学、昔ながらのきびだんご作り実演
・きびだんごの試食、栗山銘菓の販売

✿吟醸 酒風呂（小林酒造の酒粕使用）
　会場：天然温泉くりやま（湯地）☎ 72-1123
　　　　（ホテルパラダイスヒルズ）
　期　間：４月 8 日㈮～ 10 日㈰　3 日間
　時　間：7:00~22:00
　入浴料：大人 650 円　小学生 350 円

　栗山が誇る老舗「北の錦」小林酒造と「日本一きびだんご」谷田製菓が
織りなす一大イベントを今年も盛大に開催します。他にも町内各所でイベ
ントを同時開催。皆さんのご来場をお待ちしています。

４月 9 日土
　　 10：00 ～ 16：00

　 10 日日
　　10：00 ～ 15：00

✿ふるさと道案内スタッフ募集
　ＪＲ栗山駅や無料巡回バスで来場者にイベン
トや町内を案内する応援スタッフを募集します。

・活動日時　4 月 9 日㈯ 9：00 ～ 17：00
10 日㈰ 9：00 ～ 16：00

※都合のよい時間帯のみの参加可能
※ 6 日㈬ 16：00 から事前打ち合わせあり

・時給　780 円
・募集要件　18 歳以上の方（高校生不可）
・問い合わせ　谷田製菓 株式会社　☎ 72-1234

✿無料巡回バスを運行します！
バス発着場

・ＪＲ栗山駅
・まちの駅「栗夢プラザ」前（中央３）
・ホテルパラダイスヒルズ（湯地）【臨時駐車場有】
・栗山公園（桜丘 2）【臨時駐車場有】
※ＪＲ栗山駅から各会場までは徒歩となります。

　ふるさと田舎まつり 2016
　「くりやまマルシェ」がリニューアル！今年は
「ふるさと田舎まつり 2016」として開催します。
　一市四町の魅力を集結し、グルメコーナーや
自治体ＰＲブース、ナンバリング抽選会など多
数のイベントをご用意しています。
日　時：4 月 9 日㈯ 10：00 ～ 16：00

10 日㈰ 10：00 ～ 15：00
会　場：株式会社スイテック特設会場（錦 3）
問い合わせ：☎ 090-2691-1079 平野まで

同時開催！

✿

飲酒運転は絶対におやめください。また、会場周辺の違法駐車・無断駐車はしないでください。

4 月 1日付
北海道教育委員会発令くりやま老舗まつりくりやま老舗まつりくりやま老舗まつり

✿

✿

✿

✿

✿
✿

✿

✿

✿
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日本の伝統文化にふれようと 2 月 24 日、児童セン
ターで「お茶教室」が開かれました。MOA インター
ナショナル栗山の伊達桃代代表ら 10 人が講師となり、
児童たちが茶道に挑戦。茶道具の扱いやあいさつなど
の作法を学びながら、本格的な抹茶や和菓子をいただ
きました。参加した太田恵

め い

依さんは「お茶もお菓子も
とてもおいしかった。正座で足が少ししびれたけれど、
教わったとおりにできました」と笑顔を見せていま
した。 

雅に茶道体験
児童センター優

謡を未来へつなぐ
濱谷さんが作文コンクールで最優秀賞民

栗山中 3 年生の濱谷瑞
み ず き

希さんが「青少年に夢と希望
を」作文コンクールで最優秀賞である「石森述男作文
賞」を受賞し、2 月 24 日に南條宏教育長へ報告に訪
れました。濱谷さんは「未来へつなぐ」と題して「民謡」
を大切に歌い続けたいという決意を力強くまとめた内
容を応募。全道の中学生が応募した 3,268 点の中で見
事、最優秀賞を受賞した濱谷さんは「これからも民謡
を歌い続けていきたい」と笑顔で喜びを語ってくれま
した。

角田小学校の 3、4 年生 17 人が、3 月 8 日に車いす
による介護を体験しました。北海道介護福祉学校の生
徒 21 人が乗り方や操作の仕方を指導。各部の名称な
どを教わった後、児童は車いすに乗って 20 センチほ
どの段差やスロープ、ジグザグコースに挑戦しました。
角田小 4 年生の佐藤綾さんは「段差は怖かったけれど、

『しっかり支えているので大丈夫ですよ』と言われる
と安心できました。車いすの人が困っていたら、でき
ることをお手伝いしたい」と話していました。

差でも安心
角田小学校児童が車いす体験段

栗山高校の生徒 9 人と北海道介護福祉学校の生徒 2
人が 3 月 13 日、総合福祉センター「しゃるる」 で、
ペットボトルキャップとリングプルの選別ボランティ
アを行いました。この日は、町内で集められたペット
ボトルキャップ約300kgとリングプル約80kgを選別。
ペットボトルキャップはその売却益を「そらぷちキッ
ズキャンプ」（滝川市）の支援に、リングプルは栗山
町社会福祉協議会が展開する「車いす無料貸し出し事
業」の車いすに交換されます。

い力がボランティア
ペットボトルキャップ、リングプル選別若

松原産業株式会社が町に 1000 万円を寄附しました。
同社は昭和 44 年から 21 回にわたり、町に浄財を寄附。
3 月 14 日に役場を訪れた松原正和社長は「お世話に
なった人や地域への感謝の気持ちです。まちづくり、
人づくりに役立ててください」と椿原紀昭町長に手渡
しました。椿原町長は「貴重な浄財をいただき、あり
がとうございます。大切に使わせていただきます」と
感謝を述べました。

ちづくりに役立てて
松原産業が1000万円を寄附ま

くりやま農業女性塾が、講座などで学んだ農業や食、
地域のことをまとめた「くりやまかまど帖 “ ごちそう
さま ”」を発刊。これを記念して 3 月 22 日に雨煙別
小学校 コカ・コーラ環境ハウスで完成お披露目会が開
かれました。3 冊目となる今回は、レシピ集のテーマ
を「パンケーキ」にして「自家製米粉と小林酒造の酒
粕を使ったパンケーキ」など、塾生オリジナルのパン
ケーキを紹介。農家の魅力がつまった 1 冊に仕上げま
した。

まど帖が完成
くりやま農業女性塾か

業の担い手として期待
蛇谷さんが青年農業賞受賞農

町の歴史や文化について語らう「ふれあいトーク」
が 3 月 8 日、ふれあいプラザで開かれました。74 回
目となる今回は「くりやま健康たまねぎ・さらさらレッ
ドの話」と題し、有限会社植物育種研究所の岡本大作
社長が講演。岡本社長は「新たな商品開発などでさら
にブランド力を高め、栗山から世界に発信していきた
い」と力を込めました。また、会場ではさらさらレッ
ドの甘酢漬けなどの試食も行われ、町民約 30 人は町
内産ブランドたまねぎの魅力を堪能しました。

ランドたまねぎ魅力堪能
ふれあいトークブ

栗山町青年農業賞の表彰式が 3 月 24 日、カルチャー
プラザ「Eki」で行われ、雨煙別の蛇谷慎也さん、千尋
さん夫妻が受賞しました。蛇谷さんは平成 8 年に後継
者として就農。現在は農地約 24 ヘクタールで大豆や種
イモなどを栽培し、高品質な農産物の生産に努めていま
す。また、平成 9 年に北海道農業士に認定され、地域
農業の振興発展に寄与されています。蛇谷さんは「新し
い技術を取り入れ、変化する農業情勢に柔軟に対応でき
る経営を目指したい」と抱負を述べました。

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索
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みんなが主役のふるさとづくり

◆申込先・問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

　就職希望者を対象に、ハローワーク職員による職業相談を毎月 1 回行います。
申し込みは必要ありません。当日会場にお越しください。

【日時】毎月第 2 木曜日　13：00 ～ 15：30（4・8・2 月は第 3 木曜日）
【場所】勤労者福祉センター　2 階研修室

「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」「栗山町まちの魅力アップ応援事業交付金」
平成28年度事業を募集します！

【問い合わせ】　町住民生活課住民・国保グループ　☎73-7508

国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者へお知らせ

「入院時食事療養費」の自己負担額が変わります「入院時食事療養費」の自己負担額が変わります「入院時食事療養費」の自己負担額が変わります

栗山町・長沼町・由仁町の就職希望者対象

３町職業相談会を開催します３町職業相談会を開催します３町職業相談会を開催します

【問い合わせ】　町ブランド推進課　☎73-7516

　国民健康保険・後期高齢者医療保険の入院時食事療養費の自己負担額が
4 月 1 日より変わります。住民税課税世帯の方は 1 食 260 円から 360 円に
変更となります。（住民税非課税世帯の自己負担額は変更ありません）

◇国民健康保険（70 歳未満の方） ◇国民健康保険（70 歳以上 75 歳未満の方）
◇後期高齢者医療保険

区　分

食事療養費標準負担額
（1 食あたり）

変更前 変更後

住民税課税世帯 260 円
360 円

（ 平 成 30 年 度
からは 460 円）

住
民
税
非
課
税
世
帯

90 日 ま で
の入院 210 円 据え置き

90 日 を 超
える入院 160 円 据え置き

区　分

食事療養費標準負担額
（1 食あたり）

変更前 変更後

住民税課税世帯 260 円
360 円

（ 平 成 30 年 度
からは 460 円）

住
民
税
非
課
税
世
帯

区分Ⅱ

90 日まで
の入院 210 円 据え置き

90 日を超
える入院 160 円 据え置き

区分Ⅰ 100 円 据え置き

※

※

※表中の負担額引き上げ対象の方のうち、指定難病
患者、小児慢性特定疾病患者については、現行の
まま据え置かれます。

　　

町
で
は
「
誰
も
が
笑
顔
で
、
安
心
し
て

暮
ら
す
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民

力
、
地
域
力
に
よ
る
元
気
で
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
栗
山
町
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
交
付
金
」
は
、町
民
団
体
相
互
の
連
携
・

協
力
に
よ
る
新
た
な
活
性
化
事
業
を
応
援

す
る
た
め
の
交
付
金
制
度
で
す
。

◆
対
象
団
体

　

次
の
全
て
を
満
た
す
団
体

◇
町
内
の
公
益
活
動
団
体（
町
民
団
体
）ま

た
は
こ
れ
ら
の
連
合
体
で
あ
る
こ
と

◇
主
な
構
成
員
が
、
町
内
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
の
者
で
あ
る
こ
と

◇
4
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
代
表
者
が
18

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

◇
規
則
、
会
則
な
ど
を
有
し
、
適
切
な
会

計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

例
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

サ
ー
ク
ル
、
介
護

学
校
生
で
つ
く
る

組
織
な
ど

◆
対
象
事
業

　

他
の
団
体
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
ま

ち
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
・

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

◇
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
環
境
美

化
、
装
飾
事
業

例
広
場
や
通
り
な
ど
の
美
化
活
動
、
緑
化

活
動
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
な
ど

◇
地
域
の
魅
力
的
な
場
所
を
再
発
見
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト

例
フ
ッ
ト
パ
ス
や
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

◇
食
の
魅
力
を
活
用
し
た
体
験
事
業

例
食
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
創
作
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
や
特
産
品
の
開
発
な
ど

◆
対
象
外
事
業

○
従
来
か
ら
の
継
続
事
業

○
町
の
他
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
事
業

◆
対
象
事
業
期
間

　

5
月
１
日
㈰
～
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

◆
交
付
金
額

　

１
事
業
に
つ
き
30
万
円
を
上
限

　
（
対
象
経
費
の
10
割
以
内
・
最
長
３
年

間
）

◆
対
象
経
費

　

対
象
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
必

要
な
経
費（
募
集
要
領
に
掲
載
）

◆
申
請
方
法

　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
６
日
㈮
に
、
所
定

の
申
請
書
類
を
町
経
営
企
画
課
に
提
出

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る「
募
集
要
領
」を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
様
式
デ
ー
タ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

※区分Ⅱ～世帯全員が住民税非課税で「区分Ⅰ」に該当しない方
※区分Ⅰ～世帯全員が住民税非課税で世帯全員の所得が 0 円の
　　　　　方、または老齢福祉年金を受給している方
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